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病 院の小 児科に受 診 する患者は新生児から思 春 期 ( 0 オから15 オ）までの子供 が 受診す

る が 云うま で も な く 身体が悪 く その 病気を 治療するた めに来 院する も のであるが，そのう

ちに病 気の原 因 が精神的原 因によ っ て 起る も のが 近 年 徐 々 に多 く な っ て 来ている。

本研究はその精神的原 因により起き た小児 ヒ ス テ リ ー につき， 昭 和46年 から48年 に小児

科に受 診した， 8 例につき 臨 床心理学的見地 から その 主 訴 （ 主 な症 状 ） ， 家庭環境， 性 格

特 徴， 心 因 な どにつき 考 察しその特 徴を見 出 した ＜ 研究を行 っ た も のである。

§ 対 象
私 立 医 科大学 小 児 科

昭 和46年 ～48年 入院 又は 外来

年 令 7 オ 2 ヶ 月 ～1 5 オ 7 ヶ 月 8 名

診 断 名 小児 ヒ ス テ リ ー

§ 症 例

＿＿第 1 表
乞lNo. 氏 名 年 齢

1 島 0 良 0 8 7 オ 2 ヶ 月

2 福 〇 貴 〇 8 9 オ 1 ヶ 月

3 渡 〇 祐 0 a 9 オ10ヶ 月

4 石 〇 真 〇 ， 10． オ 8 ヶ 月

訟診 断 名

転換性 ヒ ス テ リ ←—·

転換性 ヒ ス テ リ ー

転換性 ヒ ス テ リ ー

暦開性
ヒ ス テ リ ー

ヒ ス テ リ ー）

5 新 〇 今 〇 ， ＂贔ヒ ス テ リ ー

11 オ 9 ヶ 月
ヒ ス テ リ ー ）
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7 小 〇 洋 〇 ， 15 オ 1 ヶ 月 ＼ 転換性 ヒ ス テ リ ー I 足 ， 手 が 動かな く なる

8 根 〇 実 〇 ， 15 オ 7 ヶ 月 1 転換 性 ヒ ス テ リ ー l 歩 け な く なる
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第 l 表は対象の患 者の年齢は 7 オ2ヶ 月 から15オ 8 ヶ 月 ， 児 童 期より青年期前期のもの
で，診断 名 はNo. I , 2, 3, 7 ,  8 が転換性 ヒ ス テ リ ー でNo.4, 5 ,  6 が転換性 ヒ ス テ リ
ー と挿間性 ヒ ス テ リ ー 傾 向が加っ たもののよ うである。

| 

第 1I 表 お も な 症 状
No. 氏 名 お も な 症 状
1 島 〇 良 ゜ 0 胸 が苦しい 0 目を上転して 0 ク ニ ャ ー と倒れて

転換性 ヒ ス テ リ ー 0 発 作中意識がある
2 福 〇 貴 〇 0 おなかがいたい 0 つばが出て来ない 0 息が苦

転換性 ヒ ス テ リ ー しい 0 学校に行けない
3 渡 〇 裕 〇 0 のどがつ ま る 0 口 がとがり目が片方に寄る

転 換性 ヒ ス テ リ ー 0 うしろに倒れて息苦しいと訴える 0 発 作時に意識
がある

4 石 〇 真 〇 0 左 側の目を細目にあけ 0 口 をゆがめて
転換性 ヒ ス テ リ ー 0 左 側上肢 下肢 をつ っ ぱる よ う に して発 作あり

（挿間性 ヒ ス テ リ ー ） 0 発 作時にも眼 球を動かし周りを見渡す
5 新 〇 今 ゜ 0 目が チ カ チ カ して痛い 0 目が上転する

挿間性 ヒ ス テ リ ー 0 舌が外に出て，戻らない 0 首が うしろにそ っ てし
（ 転換性 ヒ ス テ リ ー ） ま う 0 身体を前後に倒し，後にそ っ たり，発 作10

分～ 分位続き数 回起る， もだえるよ うな様 子の発 作
6 木 〇 芳 〇 0 小学校3 年生の時に初 めての発 作あり（目が上転して四

挿間性 ヒ ス テ リ ー 肢がけいれんする ）
（転換性 ヒ ス テ リ ー ） 0 精 神的なものだと云われた 0 6 年生の現在 再 び グ

ラ ー と倒れて30” そのままの姿勢を取る， その間意識が
あり 0 登 校途中などでは発 作はおこらない

7 小 ゜ 洋 〇 0 目まいがして，バ ッ ク リ と倒れる，その間意 識あり
転換性 ヒ ス テ リ ー

0 しばしば足 が動かなくなり， 歩行困難になる
0 手で物を持つことが出来なくなる

8 根 〇 実 〇 0 学校の仕度をしていたら手足がきかな く な っ た
転換性 ヒ ス テ リ ー

0 手で物を握れない
0 下肢 が動かな く なり，両 手でも って動かす

この表はNo. 1 , 2は息 苦 しいおなかがいたい。 神経症的傾 向 があり， No.3, 4は発作が
はででその動機が ハ ッ キ リ としている。 池5, 6 は発 作が身体をのけぞる。 も だえるよ う
な発 作で，父 母に対して愛 憎の問題がある。 No. 7 , 8 と も に手 足 が動かなくなり，学校の
成 績に共通して問題あり。
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第 m 表 家 庭 環 境

氏 名 父 母年 令

島 ゜ 良 ゜ 父 4 3 オ

7 オ 2 ヶ 月 母 35 オ

福 〇 貴 〇 父 4 0 オ

9 オ1 ヶ 月 母 38 オ

I 

渡 〇 裕 0 父 4 0 オ

9 オ10ヶ 月 母 38 オ

石 〇 真 0 父 38 オ
10オ8 ヶ 月 母 38 オ

新 〇 今 ゜ 父 4 4 オ

11オ 9 ヶ 月 母 4 0 オ

木 〇 芳 〇 父 4 4 オ
12オ 4 ヶ 月 母 41 オ

15 オ1 ヶ 月 母 4 4 オ
小 〇 洋 〇

I

父 46 オ

根 〇 実 〇 父 4 9 オ
15オ7 ヶ 月 母 46 オ

父 職 業
家具 デ ザ イ ナ ー

会 社 社 長

会 社 員

タ ク シ ー 運 転 手

会 社 社 長

； 

I 

会 社 社 長

会 社 経 営

経 営 コ ソ サ ル タ ソ ト

1 0 3  

同 胞

[ ; 9 オ

7 オ

[ 9 ヽ
1 1 才

9オ

[ 
8 
＇ 

12 オ

9 オ

[ '  10 オ

8 
9 オ

［ ＇ ： 
17 オ
15 オ
1 1 オ

［ ： 17 オ
14 オ＇ 12 オ

［ ： s 
19 オ
15 オ
13 オ

c :  15 オ

12 オ

家庭環境 は 父 親の 平 均 年 令 は45オ， 母親 の 平 均年令 は4 0オで8 名 中 末 子5名 長 子 2
名 中 間 子 1 名 。

職業 は 会 社社長 3 名 ， 自 家経営 3 名 ， 会社員 1 名 ， ク ク シ ー 運転手 1 名 で経済 的 に は 恵
ま れて い る 人 が多 い。

兄 弟 （ 姉 妹 ） 2 人 が5 組 ， 3人 が 3組 で， 家庭環境 か ら も 過保 護 の傾 向 が 強い ）



10 4 高 橋 艶 子 ・ 石 渡 昌 子 ・ 五 十嵐一枝

第 N 表 性 格 特 徴

― □。 I ① 知能：こ ： ヒ。 こ

卜

ぷ 。: 1 知： 五：で

② 親 子診 断検査 両親 の 干 渉 が

父 親 は 積極的拒否型 で母親 は 消極 的拒否型 多 く ， 神経質

③ 幼 児， 児 童 性 格 診 断 検 査 で耐久 性 が乏

自 制 力 が弱 く ， 攻撃的で家では 云 うこ と を 1 しい

聞 か な い。 神 経 質

④ T A T  

知能 は 普 通 で あ る が， 気 分 は抑 圧 的 で ， 何

事 も 頑張 っ た り 克 服 し た り す る 能 力 を も た

な い。
2 I 福 〇 貴 0 1 ① P - F ス タ デ ィ

消 極 的 自 罰 的

神 経 質

、
一
�

消極的， 攻撃

性が乏 しい
3 I 渡 0 祐 0 1 ① 矢 田 部 ギ ル オ ー ド 性 格検査 I 情緒 性， 社会 I

情 緒 ： 社 会 性 ， 活動性 も 普通 であ る 。 や � I 性 ， 活 動性 も
外 向 的性格 1 普通 で傾 り は

② 文章完成 ( S C T ) な い が 何 で も

自 己 顕示 的傾 向 が強 く 何 で も 出 来 る と ， や ， 出 来 る と 自 信

や 誇 大 的 に思 っ て い る

③ P - F ス タ デ ィ

4 I 石 0 真 〇 ①

② 

③ 

を も っ て いた

が ， 現 実 は そ
テ ス ト の 前半分 と 後 半 分 では 攻撃 の 向 け る う でな い の で 1I 方 向 が違 い， 前半 は 外罰 的 が後半 分 は 無罰 困惑 して い る

的 に な っ て い て 攻 撃 の 向 け る 方 向 がわ か ら

な く な っ て い る

知 能 検 査 田 中 ビ ネ ー I Q 9 4 

W is c , I Q 1 0 5 
ロ ー ル シ ャ ッ ハ テ ス ト 自 己 顕示性 が

知 的能 力 は 普通 で， 情緒不安定 で 自 己 顕示 強 く ， 現 実 に

性が強 く ， 性格的 未発 達 な 面が あ る 自 分 の要求 が
T A T  通 ら な い。 そ
人間 関 係 に 問題が あ り ， そ のこ と か ら逃避 の た め に 自 分

的 で あ る

④ P - F テ ス ト

自 我 を主 張 し， 自 分 を 守 ろ う と し て い る 。

問題 を 起 し て し ま っ た の で誰か に 解決 を し

知的能 力 は 普

通

で困 っ て い る
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性 格 テ ス ト 結 果 1 特 徴
て も ら い た い 。 しか し， そ れ を云 い 出 せ な

1 0 5  

こ い。 一
5 1 新 〇 今 〇 ① 文章完 成 ( S C T ) 知能 は 高 く ，

知 的 に は 中 の 上 自 分 の要求 が

自 己顕示 性 が強 く ， 一 方 で 自 分 は病 気 だ と 高 く ， そ の た

思 い 込 ん でい る 。 め に何 時 も 現

母親は対 し て 攻撃 的で， 父 兄 に は 好 意 的 で 実 が不満足 で

あ る 。 外 での人間 関 係 は大 変 に よ い。 あ っ て ， 現 実

② P - F ス ク デ ィ 逃避的 で あ る
外界 の 適応 度 は 良 く ， 自 己保存的 で， 悪 い

事 を して も 理 由 をつ け て 逃 げ る 。

③ 親 子診断 テ ス ト

母 親 は 子 供 を 消 極的拒否。 子供 は 母親 を 全

く 拒 否 して い る 。

④ T A T  

ガ ソバ リ 行 動が強 く ， 家族や友達 に 親和的

要 求 が強い。
⑤ ロ ー ル シ ャ ッ ハ テ ス ト

知 的能 力 は 高い が， 小 さ な こ と を気 に し て

頑固 で独断的， 劣 等 感， 不安 が強 い） 愛情

要 求 は 満 さ れて い な い。
6 I 木 〇 芳 0 I  ① 田 中 ビ ネ ー 知 能 検査 I Q 9 6 表 面 的 で人 に

② 文章完成 ( S C T ) は 良 く 見 ら れ

すべ て に表 面的 内的 に は 自 分 の 都合 の よ い た い。

よ う に 合理 化す る （ 病 気 で あ る と 思 っ て い 姉 妹 と は 競 争

る ） 心が強 く ， う

③ P - F  そ つ き ， 都 合

外罰 と 自 己 防禦が強 く ， 失 敗 の 原 因 を 他 の の 悪い こ と は

せい に し た り ， 自 分 の 非 を 弁護 して 合理化 病気 に 逃 げ る

す る 傾 向 が強い。

④ ロ ー ル シ ャ ッ ハ テ ス ト

テ ス ト に 忠実でな い 。

知能 は あ ま り 高 く な い。 情緒は圧 え て い て

本 能的愛情要 求 は 満 さ れて い る 。 自 分 を他

よ り よ く 見 せ た い ， 競 走 心 が 強 く ， 自 分 を

目 立せ た い。
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No. I 氏 名 性 格 テ ス 卜 結 果 特 徴
6 木 〇 芳 〇 ⑤ T A T  

（ つづ き ） ス ト ー リ ー は表 面 的 で き れい こ と で終 り ，
す べ て に 良 い 子 で人 目 を気に し て い る 。 社
会 性 は あ り ， う そ が 多い。

7 小 〇 洋 〇 ① 田 中 ビ ネ ー I Q  90 自 分 を能 力 以
上 に 良 く 見 せ
た い。
頑固 であ る 。

8 1 根 〇 実 0 ① 親 子診 断 テ ス ト 種 々 理 由 づけ
父 親 の 書 き 違 いの た め テ ス ト 不能 し て い る が，

② 文 章完 成 ( S C T ) 現実 は学校 の
表 面 的 で現 実 に 不 可能 な要 求 を も ち， そ の 成績 が悪 く ，
た め に 葛藤 して い る 。 そ れか ら逃げ

て い る 。

患者 の 性 格検 査結果 及 び面接か ら 性格特徴 を 上 げ た も の で あ る が， No. 1 では知 能 は 普 通
で両親 は 干 渉す る こ と が多 く ， 消 極 的拒 否型 の タ イ プ。 子供 は そ の た め か耐 久 性 （ 我慢 ）
が乏 し く 暗示 性 に 富 む で い る。 No. 2 は 知 能 は 普通， 神経質で 自 罰 的で行 動がす べ て 消 極 的
であ る 。 母 親 の 不 安 は 子供の不安 と な る 被 暗示的であ る 。

No. 3 は 知 能 は 高 く ， 何 で も 自 分 は 出 来 る と 自 負 し て い る 現実 に 初 め て坐 折 を 経験 して ど
う す れば よ い か当惑 を し て い る c

No. 4 は知能は 普通 で， 性 格 は 自 己顕示性が強 く ， 自 分 の要 求 が現実に は 通 ら な い た め に
混 乱 を 来た して い る c

No. 5 は 知 能 は 高い。 小 さ な こ と を気 に し神経 質 で何 事 に も 反抗的 で 自 分 勝 手 で あ る。 父
兄 な ど特定 な 人 に は ベ ク ペ ク と 甘 え る 現 実 の 生 活は 逃避傾 向 が 強 い。

No. 6 は 表 面的 に と り つ く ろ う こ と が上 手 で社 会性 に 富み， 自 分 を 特 に 目 立せ た い要求 が
強い 。 父 親 は患者 を 溺愛 し家族 の 中 で父 親 と の 関 係 が 深 いe う そ が 多 い。

No. 7 .は 知 能 は 普通 よ り やや 低 く ， 要 求 と 現実 と の 開 き が あ り ， 要求不満 を 起 して い る 。
No. 8 は 知 能 は 普 通 で あ る が， 口 でい い こ と ばか り 云 っ て い る が， 要 求がたか過 ぎてそのた

め に 現 実が伴な わず欲 求 不満 を 起 して い る 。
以 上 か ら 8 例 と も に 神経質， 性 格傾 向 は外 向 性 （ 他 人 を 気 に し易 い ） ， 自 己顕示性が強

く 現実 と 要 求 と の 問 に 葛藤 が あ る の が認 め ら れた 。
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第 v 表 問 題 点
Nn 氏 名 問 題 点 （ 心 因 ） 要 約
1 島 0 大 〇 ① 母親 の ヒ ス テ リ ー 性 格 0 母親 の 性 格 の 問 題

7 オ 2 ヶ 月 ② 長 い 病 院生 活での悪 い 習慣 0 母親 と の 同 一 性
③ 病 院 生活 の慣れ と 病 院 か ら 離 れ る 不 （ 母親 の 不 安 は 子 供

安 の不安 ）
④ 二 次的 に 病気 を つ く っ て い る 。

2 福 〇 貴 0 ① 心 の 中 にい つ も い ；? ぱい の 不安 0 母親 の神経症的性
9 オ10 ヶ 月 ② 母親 自 身 の結 婚 前 か ら 今 も 持 っ て い 格

る 根深 い 不 安 0 母親 と の 同一性
（ 大地震 が起 っ た ら ， 火 事 に な っ た 0 母親 と の不離不安

ら ）
③ 依存性 が強 く ， 友達 と 遊 べ な い
④ 分 離 不 安

3 渡 〇 祐 〇 ① 発作 一 週間前に 学 校 で人 前 で笑わ れ 0 人 前で笑 わ れ た
9 オ10 ヶ 月 た … … と て も く や し か っ た 0 自 我 が初 め て の 坐

② 兄 さ ん に 負 け た く な い 折 に バ ラ ン ス が取

③ 何 で も 人 よ り 勝 た い れな く な っ た。
④ 成 績 は 良 く ， 学 級委 員
⑤ 初 め て の 失敗 ， ど う し て も 感情的に

納得が行 か な い
⑥ 家庭環境 も 過保 護

4 石 〇 真 〇 ① 副委 員 長 の選 挙 に 落 選 （ 自 分 では 自 0 選 挙 の 落選 （ 坐 折）
10 オ 8 ヶ 月 信が あ っ た ） 0 友達 が な く な っ た

② 仲 良 し の 友達 が 他 の 子 と 仲 よ し に な 0 母親 に 父 親 を 取 ら
り 一人 ボ ッ チ に な っ た 。 れた

③ ソ ロ バ ソ の 3 級 に 友 達 は な っ た が 自 0 現実 と 欲求 の ア ン

分 は な れな か っ た バ ラ ｀ノ ス

④ 父 親 は 母親 をバ カ だ と 云 い ， 息者 を
ホ メ る こ と が な い

⑤ 両親 の 夜 の 性行為 を 見 た

5 新 〇 今 〇 ① 7 オ10 ヶ 月 ご ろ に 眼 鏡 を か け てい る 0 幼 児 期 の 自 我 の 発
11 オ9 ヶ 月 こ と か ら 友達 に 笑 わ れ， 心 因 に よ る 達 の 問題

発 作 が あ っ た 0 父 親 と の 強 い結び ： 

② 過保 護な 生活 環境 つ き

③ 母親 に 対 し 強い 反 抗 が あ る 0 母 親 に 対 す る 競争

④ 10 オ 5 ヶ 月 ご ろ に 再 び発 作 あ り ， 入 心
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• 五十嵐一枝

No. 氏 名 問 題 点 （心 因） 要 約

5 新 〇 今 〇 院のた めに成績が低下したとそれを 0 内的葛藤

（ つづき） 又気にしている

⑤ 父親や 兄が溺愛している，赤ち ゃ ん

のようい扱う。

⑥ 母親に対して， 依 存 も 強 く それでい

て強 く 反抗する，依存と独立，愛 情

と敵意

⑦ 性 格の未 発 達

6 木 〇 芳 〇 ① 過 保 護特に父 親が溺愛 0 暗示性に豊み

12オ 4 ヶ 月 ② 性 格が競 争心が強 く ， 自 分を人よ り 0 現実逃避的

良 く 見せたい 0 自 己 顕示性が強 く

③ 自分から 病気になり切 っ ていて何事 ' o ヒ ス テ リ ー 性 格 で

に も 無 気 力 （ 現 実逃 避 的 ） か つ 病 気 に 安住 し

④ 自 分で意 識して 病 気であると思 っ て ている

いる

⑤ 現実も 学校の成 績 も 悪い

7 小 〇 洋 〇 ① 能 力 以上の欲求を持 ち現実が伴 なわ 0 知 能が低い

15オ 1 ヶ 月 ない（ 芸大受験したい。現実成 績 ヒ・ 〇 ヒ ス テ リ ー 性 格

リ ） 0 現実が納得 ゆかな

② 高校 3 年生に進学が出 来ない V ヽ

③ ボ ー イ フ レ ン ドがあるが，片思い

④ 欲 求が通 ら ない事に納 得が行かない

8 根 〇 実 〇 ① 長 女 で過 保 護 0 欲 求 と現実との不

15オ 7 ヶ 月 ② 学業成 績が悪 く 2 年生への進学が心 一 致

配 0 どうして も 欲 求を

③ 友達と競 争し て 負けそう 通したい

④ 芸大を どうして も 受験したい

⑤ 音楽 家になりたい

小 児の ヒ ス テ リ ーの場合は ， その 重要な要 因 である 心 因については， 何が心 因 であるか

不 明 瞭な場合が多 く ， 人によ っ ては大人の ヒ ス テ リ ー に云われる心 因はないの だと云う 人

も あ る 。

本研究はその問題を知るた めの一 つの手掛りとして 行 っ た も の である。

表のNa 1 , 2 の2 例は 母 親の性 格がそのまま影響して患者の心因とな っ ていると考 えら

れ， No. 3, 4においては 欲 求 挫 折， 心的葛藤が心 因と思 われるが， その 内 容より も 児 童の

受け取 り方に原 因が多 く 見られ， 自 我の形 成の未熟さが考 えられる。No. 5 , 6 においては
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年令的 に 思 春期 と して の 問題 と 自 我 の発達 の 未熟 さ と ， 父 母 兄 弟 の 人 間関 係 特 に愛憎 の 問

題， 現 実逃避 な ど が考 え ら れ， 心的 内 容 の複雑 さ が あ げ ら れ る 。

No. 7 ,  8 では ， 現 実 と 自 我 の欲求 と の ギ ャ ッ プ が 明 ら かで心 因 が ハ ッ キ リ と して い る 。

こ の 2 例 は 年 齢的 に 自 我が 出 来， 他 の 年齢 の 低い も の よ り も 不 明 瞭 さ が無 < , 一般 に 考 え

ら れ る 心 因 と 云 う こ と が 出 来 る の だ と 思 う 。 以 上 か ら 〔 No. I , 2 〕 〔 No.3, 4 〕 〔 No. ふ 6 〕

〔Ni 7 ,  8 〕の 4 段 階 に 区 切 っ て 問題点 （ 心 因 ） を 見 る と ， そ こ に 共通性 と 特徴 が認め ら れ る 。

§ 考 察
以 上の 結 果 か ら 第 1 表， 第 11 表 に つ い て本 症 例 は No. I , 2 ,  3, 4 ,  7 ,  8 は転換 性 ヒ

ス テ リ ー で， No. 5 , 6 は 転換性 ヒ ス テ リ ー に 挿 間性 ヒ ス テ リ ー が 含 ま れた も の と 考 え ら れ

第 m 表 の 家庭環 境 では 経 済 的 に は 恵 ま れてい て 末 子 が多 く 全体 に 過保護が認め ら れ る 。 第

IV 表 では 性 格特 徴 は依 存 性 が強 く ， No. 1 ,  2 の年齢 の 低 い 患 児 で は 普通 児 よ り も 母親 と の

結 びつ き が 強 く ， 他 の 6 例 で も 精神発達 も 未熟 な 者 が多 く ， 特 に 現 実性 の 伴な わ な い 自 己

顕示 性 が強い。 第 V 表 の 問題点 （ 心 因 ） では年齢的精神 発達段階 と 外界 （ 人 間 関 係 ， 学校

環境， 社 会 的 環 境 ） と の 関 わ り に お い て 特 徴 が 見 い 出 さ れ る と 思 う 。

§ ま と め
小 児 ヒ ス テ リ ー の頻度 に つ い て， Kanner は診 察する 医師 がい か な る 行 動 ま で を こ の概

念 に 含 め る か に よ っ て ， そ の頻 度 は 異 っ て く る ， と 述 べ て い る 。 し か し 2 年 間 で 8 例 では

あ る が， 今 後 は 年 齢 の 低 い 7 オ か ら 9 オ位 ま での症例 を 集 め考 察 を行 い た い と 考 え て い る。
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